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産業界との連携研究拠点〈人工光合成研究セン夕刊を設立O
-最大の謎が解かれ、世界が注目する光合成-
大阪市立大学では、 2013年春より 「人七光合成研究センター」を本格的にスタート。複合先端研究機柿
で行われている光合成研究の成果を活かし、産業界との辿脱による出口を見耐えた研究を加速度的に抑逃し
てまいります。そこで、今後の光合成・人工光合成研究の発展について、西陣学長、人工光合成研究センタ
ーの立ち上げに尽力されている安木町事、按合先端研究機椛の機椛長である木下教綬、光合成研究のid大の
謎を解明したねl'谷教授による座談会をお届けします。
光合成研究の成果を活かし、 さらに拶の技術と言われている人 仁ーの光合成に挑戦していくことに
人工光合成の実現を目指した研究へ。 なりますね。
木下教授/複合先制研究機材iは専任教只2;f'，と特任教l.i7名の9名 神谷教授/よく「とても45の多い仕事ですね」とおっしゃってくだ
Vf>:jliJとなり、JST(利乍技術振興機構)のij民附的(1IJJlJ研究推進事業 さる/;がいますが、もう人 r:光合成は「夢Jではなく 「なんとか尖
(CREST/さきがけ)、 JSPS(円本学術振興会)の科学{肝炎政助成 射したい、実現しなければならない」研究テーマになっているのだ
}作業(必総研究S)などさまざまな研究資金を独得して先進的な研 と足lいます。
'先に取り組んでいます。Ijlでも大きな11¥*'nとして、相1谷教授が光
合成の最大の謎を突き止める研究成果をあげられましたね。
企業と大学がしっかりタッグを組める、
神谷教授/光合成研究はかなり成熟した分野ですが、どうしても 「共同研究講座」で研究を深める。
l凌|味鋭柿!として分からないところがlつ妓っていました。それが
2011 年、岡山大乍のit救僚との共同研究によってW(，IUJするこ とが 安本理事/いわゆる門然エネルギーの平IJJIというなl味では、引くス
できたのです。この研究によって人工光合成のj_fIJlur能性が高ま ター卜して、実m化に一歩でも近づきたい。そういうjよlいがあり、
り、世w的に研究が加速しています。 )，11俗研究の段附ではありますが、 J~在学辿批を推進すべく出来してま
いりました。その結果、大阪diの協)1'を得られる乙とになり、人て
西津学長/神谷先生の研究は、サイエンス必;に r2011年|立界10大 光合成研究センターの設立に弔ったという状況ですね。
プレイクスルー』のlつとして射殺されましたね。1本の囚家プロ
ジ、エク トである「はやぶさ」と並んで選ばれた。これはもう、大学 木下教綬/大阪市の関係必のノ7々と座談会なと、を行ったことがあり
としてさらに強化していくべきだと与えました。 ますが、やはり人工光合成に対して、強い期待を持ってくださって
います。
木下教授/そうですね。ー1谷先生のIilf究成果が?キノJlUIヘ大きく波及
していった結果が、 lつの洗れとなり、この度の人」こ光合成研究セ 安本理事/通常、基礎研究は大学で取り組んでいればいいと与えら
ンター設立ということにつながったのだと}Ltっています。今後は人 れますが、そうではないんですね。人て光合成というのは非常に大
て光合成研究センターと彼fìlIG~;;11研究機柿がi!llH\Jをはかり、 ld先端 きな校Wiであり、将米、 1I:の1"11を変えるような技術ですから、いい
の機協を使いながら光合成および人工光合成のWf究を発出させてい 段附からP医学述腕で取り組むことはif('l主です。私自身が陀%iWの1¥
くことができるようになりました。 身なので、これまでは「大学で十1¥口を見抜jえた研究ができていない
な」という印象を持っていましたが、なかなかみ1従lVf究における産
安本理事/f人工光合成」を討した研究施設は、おそらく日本で初 学迎挑は実現できずにいました。それが今回、 実現するということ
めてでしょう。大阪市、立大学には、神待先生をはじめとして、木下 で、 J抑止に重要な慈I味があると思います。
先生や稿本先生といった光作成研究の先生方がいらっしゃいます。
7'l.r.，・<w，・h同?叫4冒日百n同t'ë1Ir.:iI~.!i1l1'T削配弔"山'1.，'1" ・E烹m
木下教授/ r虫村、」とまで言われていたところを、いま、つかみ
取ろうとしています。その点はj1"'(2;信州のfj々 にもWlf、干していただ
いていると考えています。
神谷教授/僕たちはベーシックな例'先をしていますので、向然で
行われている光合成ではどのようなことが起きているのかを明ら
かにするのがイt;l~です。 その研究成以は、人 U，(;fì' JJX研究の立場
からすると 「設JI'I究IJになるのです。そしていま、そのぷ.11凶と
なるものがみんな1¥そろった。だからjf.業界も宵界も合めて、一
紡になって取り組んでいこうと。
安本理事/そうですね。今後は工学関係の先生方も人って、本当
にペイするかというところで、設，iIしていかなければなりませ
ん。人E光合成に1M!!去を持たれた企業と大学で共同研究宅をつく
り、そζへ企業からの研究者が常時1・し、大学からもり任の研究者
OCARINA Comm開問1叩 2
11市科学の分自fにあたるもの。就任lイ|二1から、 tU1'r-先立:ioliJf究機椛
の先生方とお請をしながら、これは大学としてもっとJiUliしていく
べきではないかと思っていました。p'f.学辿品ljの強化や、法l礎的なと戸
川を社会に利川してもらえるようなj飢こまで持っていくというの
も、大学の仕事だとJfえています。
木下教授/4月以降はlつフェーズが kがるととになります。複合
先~:;I:研究機構の制約のrllでも、 「十|会に対してどう党Crするか」と
いう ζとが|百lわれていますが、これまではアカデミックな允伝から
抜け出せていませんでした。人仁光合成研究センターでは、アカデ
ミックな発信ばカ、りではなく、 もっとアジアの社会全休を立Jiaした
ような、 1E{J)Jのある組織にしていかなければなりません。いま、
)色合成研究においては隣l司やrl'国などと比べても、相11Í'l~'ï: /I:::;をはじ
めとする1-1本の研究のJjが優れていますよね。
をあてる。そうした「共同研究論防」をつくっていきます。ま 神谷教授/基礎研究としては、いま以も進んでいると141います。
た、今後導入していく大型の研究z没iJil'などは、広く企業のli々 か
らも使いたいという依頼があると忠われます。将来的には、オー 木下教授/その円本が、 全体をリードするんだという気慨を持って
プンな研究センターとして、民rmからの依頼にも応じられるよう いかなければならないでしょう。ローカルに閉じるのではなく、大
な休HlIJにしたいと考えております。 阪から発してアジア、さらに山.界ヘ允れしていく。そういった観点
が、絶対に必要になるでしょう。
木下教授/こうした取り組みは、私たち研究者だけではスタート
できないところ。 予長をはじめとしてfll!・ J ~の方々などの制術的な 酋淫学長/実際、そうですよね。こうした研究は、 lつの教室やl
支扱があってのことだと考えています。 人の研究省がやってできるととではありません。応)1にj.y.っていく
ためには、企業の)Jも絶対に必~。 そのllilをつなぐ場所として、と
社会ヘ、アジアヘ、世界へと の人[光合成研究センターが戚り立つと与えています。そこから先
発信していける組織になるべき。 は、もっともっと社会的に応用できる部分が山てきますから、乙の
研究所の粋を越えて取り組んでいかなければいけないH別別も出てく
西湾学長/3{1二ほどlij、私が学長になったときに3つの屯J，':Ui'il二lを るとJt!.tいます。ある一定の段階まで米たら:限発的に広がり、スピ-
i:Eめました。それが、 r Iftldj科学分野の数台研究の以IJfと大阪市 ドアップしていくと思いますよ、この研究は。そこまでは、私たち
のシンクタンク機能の先災J r専門性の尚い社会人のnJocJ r国 がステップアップさせていかなければならないでしょう。
際)Jの強化Jです。人[光合成というのは、まさに第ーに伺げた
| ・特別企画 | 
profile 
大阪市立大学 理事(産学連携・知財・情報担当)/産学連機推
進本部 ・ 本音ß~/新産第創生研究セン9- '所長
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京都大学工学部電子工学科卒操。同大大学院工学研究科電子工
学専攻修了。工学博士。1977年、松下電器産業株式会社 (現パ
ナソニッヲ株式会社)入社。同社海外A&D推進セン9-'セン安
一長、理事、 A&D部門妓監などを総て、2010年から現職。
2030年の実用化を目指して、 神谷教授/私たちが研究している光合成の，)(分解反応は、|徐市斉1)が
他大学とも協力しながら発展させていく。 働きかけている嶋一所なんです。そこの椛造がIU)らかになってくる
と、より効果的な除市斉1)をつくれるでしょう。人工光合成の水分
木下教授/::kは、 2030年の尖用化を目指した人工光作成(~f究の 持午、酸ぷ先生反応というところに」引lしていると、そういう派生技
ロー ドマップを市議会に提案しています。2020作には尖HI化に1'1 術や知減は必ず生まれていくと思っています。
けたステップが始められ、 2015{f-には全速))で研究を始められる
というロードマップです。いま、そのロードマップに沿って点々と 安本理事/2012年9月からスター卜した人」二光作成フォ ーラム
研究できる体illが幣ってきたので、まず2015作に似発しなければ は、大阪市立大学と公俗財団法人大阪，IjIlll rlïll~ Jlr. %ijM興センター
ならないと!ぶっています。もう、すぐですよ。 が、共|口lで社会への情報発信をしていく場ですね。先1は本予の仰
1'，先生と大阪大学のど宅先生にお訓をしていただきました。その
神谷教授/1I~II'i、ハードγレを111iめに設定したロードマップだとJLlっ 後、合法のJ々 を交えて怠見交換をするn.'il川も，没けていましたね。
ていましたが、似合先端研究機杭の研究もお;;J，fに進んでいますし、
ノ¥rj(;介1&研究センターが動き始める1m引にきましたので「これは 木下教授/研究発表の後の怠見交倣会の似では、われわれと企業だ
いけるかもしれない」とJa!.tっています。 けではなく、企業問でも活発に立μが交わされていましたね。大阪
大学JI礎仁学部の三宅先生は、われわれの研究に令而的に協力する
安本理事/私もロードマップには鰐きましたが、臨かにいけるのか とおっしゃっています。迷う観}，I，よからのな凡はL1・Eなので、大変あ
もしれないと感じています。 りがたいこ とです。 また、総合応川 (~f先に';~tい大阪府立大学とも全
[師的にタイアップしていきたいと考一えています。
木下教授/2030年が非常に重大な年であるという ζとは、さまざ
まな経済，ì'I({llI jで、も /1\ています。 ~も影轡が山るのは、イïìrliの午版ld 西漂学長/そうですね。前向きに共IrilVfJ'tを進めていきたいと考え
と川公:川のバランスがJMれるだろうという乙と。シエールガスなど でいます。
もJUI持されていますが、まだまだ問題もあるので、やはり2030"f
1'0凶というのは厳然と してあるとftlいます。そのときに見通しが 木下教授/基礎研究はdj大の抜合先端研究機桝で進め、応JI研究は
0・っていなかったら、やはり主|会的な小交すら/Hてくることにな 府大と協)}しながら発展させていく。さらに陀淀川につながる応用
るでしょう。また、派快研究も生まれてきていると、人 lYtfT成 については、人七光合成研究センターで進めていくことになります。
フォーラムで允ぶされていましたね。
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木下 勇 きのしたいさむ
東北大学理学部化学科卒襲。名古屋大学大学院理学研究科修
了。理学博士。大阪市立大学理学部助手、摘師、助教慢を経て、
2003年から現職。
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大阪市立大学理事長/学長
西津 良記にしざわよしき
大阪市立大学大学院医学研究科内科系専攻内科学2課程修了。
医学博士。大阪市立大学助手、講師、助教綬、教授、医学部附
属病院副院長、医学研究科長 ・医学郎長、米国 トー マスジェフ
ァーソン大学客員教慢を経て、 2010年から現職。
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人工光合成研究を花咲かせ、
若い研究者たちを活性化していきたい。
の2つは両立しないように思えますが、ある分野のイとを咲かせるこ
とができれば、れい人たちが興味を作って集まってきて、その分野
だけでなく全体的に研究を活性化することができると巧えていま
木下教綬/われわれが取り組んでいる研究は、只体的にはハイブ す。
リッド人工光合成となります。天然系の光合成研究が世界のトッ
プレベルであることを荊かし、天然系と人工系、同点を合わせた 木下教授/事1谷光虫は、岡山大学の沈il仁教授とともに取り純んだ
人J1YL合成の IJfI;~tこ取り組んでいます。 天然系がいいところもあ rYe合成における水分W('.駁ぷ発生の分子機hIiのflI!lUVlJにおいて、
れば、人J~系でうまくいくととろもあるので、そこをうまくやっ 2012年度朗円日を受日されましたから、今後、多くの的報を発イパ
ていく。実は、人[光台成では 「モジュール化」というパい方を しなければならない立場になりますね。
されています。光をwめるところ、7]<をtIミめるところ、 C02を巡
}l;するところなど、それぞれをI':irtrに党j長させていき、最終的に 神谷教授/人下.光合成が木当に達成された世界というのは、その1I，'j
それらを総合していくと。それによって、いろいろな派生技術が 代に生きている人が人て光合成は当たりがlのζ とだとjtlっているIt
1¥てくるのだと141います。 料。そこまで主IJ述させようとするためには、学生や企業の必手研究
-('í'ーなどを活性化するための伯報を山し続けるということが、 Jド~;r;に
安本理事/pu;庭料といっても、いろいろな業界がありますから、 ill~だとJttっています。 そのための大予の役割、あるいは組合先端
プラン トメーカーやイi11会社、家氾メーカーなど、それぞれが、 機糾としての役'，lil)は、 非常に大きいとjぶっているんで、す。すでにさ
それぞれの立.tJ;)で参両してもらえると考えています。以も災用化 まざまな問い合わせをいただいており、ニーズがあることは分かつ
が早いのは何になるのか、まだ分かりません。それは研究の進捗 ているので、できる1lJi!り応えたいと!ぶって取り組んでいます。
状況や俗方面のぷ凡をもとに、どこに向かっていくのかを決めて
いくことになるでしょう。 木下教授/私たちが午きている|立川は、光合成でできています。行
副1Iなと、内代の光合成のpr:~物で、エネルギーをJlI1えなくなったら、いま
酉j塞学長/社会へ巡元するということを与えると、企業との共同 制代の光合成で'Jlliうしかない。エネルギー問題だけでなく、|立界を
研究、応川研究を党泌させて花を咲かせなければなりません。ま 潤!解するには光合成が大きな鍵になるでしょう。容からは復合先端
た一方で、芽を??てイとを咲かせるためには、しっかりした地徽と Wf究機構と人工光合成研究センターで協)Jし合いながら、光合成お
なる以礎的な研究の人材をliIi似しなければいけません。一見、こ よび人」一光合成の研究を発展させていきます。
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大阪市立大学縫合先端研究後備/大学院理学研究科教綬
神谷 I壬夫Hヨ かみやのぷお
名古屋大学理学部~~露。 岡大大学院博士銀程修了。 理学1理士。
理化学研究所研究員、副主任研究員、理化学研究所t歯磨研究
所{大型放射光絡役SPring-8)研究妓術開発室室長を経て、
2∞5年から現践。2012年度朝日賞を受賞。
